
高浜町農業委員会の農業委員推薦及び応募の状況≪令和8年4月16日現在≫

応募の状況
受付
番号 氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況

認定農業者の
該当・非該当

農地利用最適化
推進委員への応
募状況

1 永野　和夫 農業 49 男
高浜町農業委員
鎌倉農家組合長

水稲・野菜・果
樹・花き
（140ａ）

該当 なし

2 廣瀬　勝
農業

会社役員
73 男

元JA職員
現　設備業代表・兼業農家
高浜町農業委員

水稲
（55a）

非該当 なし

3 梅垣　孝史 会社員 71 男 高浜町農業委員
水稲
（30a）

非該当 なし

4 中地　啓文 会社役員 63 男 高浜町農業委員
水稲
（40a）

非該当 なし

5 丸田　　優 　 農業 63 男
元JA職員
高浜町農業委員

水稲・野菜
（350a）

該当 なし

6 池田　充宏 農業 74 男
福井県農業会議副会長
高浜町農業委員会会長
高浜町農業委員

水稲
（630ａ）

該当 なし

7 田中　千英里
農業
会社員

41 女 　‐
野菜
（20ａ）

非該当 なし

8 山口　貴史
自営業
農業

57 男
高浜町農地利用最適化
推進委員

水稲・野菜・果樹
（170ａ）

非該当 なし

9 村松　晋太郎 農業 33 男 　‐
水稲

（700ａ）
非該当 なし

10 竹内　富子 無職 73 女 高浜町農業委員
なし

※中立委員枠
非該当 なし

11 梅垣　明宏 農業 61 男 　‐
水稲

（59.9ａ）
非該当 なし

12 馬場　祥誠 　農業 46 男 高浜町農業委員
野菜
（16a）

該当 なし

新鮮で安全ないちごを多くの人に食べていただき、農業が夢のある職業と
いう事を体現することで、若い方にも農業や農地に興味を持ってもらい、町
内や地域の農地の保全・適正利用を推進することで農地保全や農地利用
に関して貢献したいため、応募しました。

高浜町の農業や農地を守るため、農地の流動化の推進や遊休農地対策、
新規就農の推進など、農業者の代表として精一杯活動を行います。

地域農業を守り発展させていくためには、現状をしっかりと把握し、現場の
声を反映した取組みが必要だと思い応募しました。担い手としての責任を
持ち、農地の有効活用と次世代への継承に取り組もうと考えています。

これまで脈々と受けつがれてきた農地などが今日、人口減少に伴い農業
に従事する者が減少する傾向にあり、農地等の地目変更が目立ってきて
おり、推奨される地産地消の日本の食糧事情に大きな不安を感じます。こ
れからの農地利用の状況を更に把握し考えていきたい。

応募理由

農家が農業・農地・耕作・管理意識意欲が低下している中、適正な管理保
全法に準じた判断の普及に努めたい。

近年、農業委員会の主な業務は農地法の運用に関する法令業務から農
地の集積・集約や地域計画のブラッシュアップに関する業務へと移行して
います。現任期中に車持区のほぼ全域において集積・集約を実施した経
験を生かし、高浜町の農業や農業委員会の業務に貢献したいと考え、応
募します。

高野地区にて、2020年より畑作に従事しています。町内の農家さんと話す
ことも多く、近年は高齢化による離農が増加し耕作放棄地が増加していま
す。耕作放棄地が増えることで、獣が潜みやすくなる場所が増えてしまい
ます。獣害防止の観点から、対策の一環として農業委員に応募しました。

町内の農地の荒廃防止に努めたく、農地の最適化利用を促進するため現
状を把握し、不具合のあるところを改善していきたい。

内浦地区でぶどうを栽培する中で、内浦地区の農業振興のため推進して
いきたい。高浜町農業の将来を農業委員として考えていきたい。

耕作放棄地が増える中、農地の賃借等を遊休農地の発生をできるだけ抑
えること等地域農業の発展に貢献したいと思い応募しました。

長年にわたり兼業農家を営んできたが、高齢化の為、遊休地が年々増加
傾向にある。農業委員会の事業に関わり、「農地利用最適化」を進め地域
農業を活性化させたいと思い応募します。

高浜町では、高齢化などの問題から耕作放棄地が増え、農業の担い手が
不足しています。自然豊かな高浜町で耕作できる農地を存続して残してい
くことが大切だと感じています。農業委員会の活動を通じて、その一助とな
りたいと思い、応募しました。


